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　国際ソロプチミストは、123の国と地域の約74,000人の会員で
構成されていて、女性・女児が持っている能力を発揮し、自分の夢
を生きられるよう資源と機会を得られるよう支援し活動してい
る。ガールズ・サミットは、女子高生が夢の実現に向けて自らの課
題を見つけ、お互いの経験に基づく様々な価値観を分かち合い、
理解を深め学び友情を育む、教育的文化的交流の集いである。中
四国地方9県の96クラブ約2,000名の、益田クラブの代表に選ばれ
た水津は、逆境の中でも前に向かって進み、相手を尊重し理解す
ることが大切だと、自らの体験での持論を主張して夢の進路実現
を目指して頑張っている。

　昨年の島根県高等学校駅伝競走大会も準優
勝で、2年連続中国大会に臨んだ。しかし昨年
の中国大会（29校出場）では、5月にやってきた
ケニアからの留学生シェイラが2区で区間賞で
好走して流れをつくり、島根県で優勝した相手
に3分40秒の差をつけて山陰両県トップの8位
となった。島根県大会では最終5区で逆転され
ること2年、今年こそは都大路をみんなで駆け
抜けて欲しい。また、ジュディも昨年の中国高
校新人陸上で1,500ｍを優勝するなど、着実に
力をつけてきた。部員たちにもよい刺激となっ
て影響を与えている。大会規定で留学生は1人
しか走れないが、美しいフォームと高い心肺機
能を生かして、「笑顔で明るく爽やかに楽しく」
走る姿を見ることができるだけでも、幸せな気
分になってくる。県駅伝ではジュディ、中国駅
伝ではシェイラを起用した。本校駅伝部員は田
中乃愛（益田）・井上美来（津和野）・今岡英莉南（河南）・水津陽・石
田紗愛・戸津川有愛（金城）がいる。学生時代箱根駅伝で4年連続区
間賞を獲得した亀井修三監督、この秋に振る采配は如何に。

島根県女子ジュニア
柔道体重別選手権大会

第66回中国高等学校柔道大会島根県予選
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平成17年度卒業（木部中学校出身）

社会福祉法人
同愛会東京事業本部 
支援主任

三隅中学校
美術教諭

「勇気・挑戦・奮闘」の人生
～限りない福祉の道を通して～ 夢へのきっかけ
藤井 孝太さん

平成19年度卒業（三隅中学校出身）
山本 晴香さん
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！
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★ ★  無料送迎バスあり 無料送迎バスあり
 益田市民体育館とその周辺 益田市民体育館とその周辺

受　付 ８：００～　開会式 ８：４０～
部活動紹介 ９：２０～１１：００
模擬店昼食 １１：１５～１２：１５
希望者は部活動体験 １3：００～１5：3０

　私は大学を卒業後、「親の背中を見て育つ」かのように、福祉の仕事をし
ています。他人の人生を、自分のような人間がみられるのかと戸惑いもあり
ました。
　私の働いている法人は最後の受け皿、砦とも言われ、強度行動障がいや
触法など、どこの施設も受け入れ拒否をする利用者でも、またどんなに重い
障がいがあろうとも受け入れている施設です。制度もないなら作り、制度に
していった実績もあります。壮絶な人生を送り、またその親も苦しみ、悲しみ
葛藤を繰り返して、ようやくたどり着くのが私の働いている施設です。しか
し人生はそこで終わりません。しっかりと地域で暮らせるように向き合い地
域生活できるように関わっていきます。
　私の働いている福祉という仕事は、世間から見れば低賃金、重労働で誰
でも出来る仕事だと思われがちです。実際そうだと思います。資格はなくて
も働ける仕事です。ですが、それは障害があってもなくても関係なく、人の
人生に関わる責任重大な仕事です。そして今の職場は、福祉の教科書にも
どこにも載っていない利用者と関わっています。綺麗事では決して出来な
い仕事なのです。また「やまゆりの事件」で傷ついた利用者も受け入れてい
ます。決して同じ事を繰り返さない為にも、収容型施設脱却を目標に、共生
社会の実現へ向けて本気で取り組んでいます。
　私の母も益田東高等学校を卒業しています。現在津和野で、福祉サー
ビスにない事業をやっています。人恋しくなったら『きんさい家』と名付けて、
身体、知的、精神障がいの方が、気楽に集まれる場所を無償で提供してい
ます。自分の居場所が欲しい人や家族など、苦しい人や辛い思いをしている
人は、津和野町以外の日本全国いたる所にいると思います。そんな時に
我々は何が出来るのでしょうか。私自身もそんな親の精神や生き様を継ぐ
ために、そしてやがて島根に戻るために、今を全力で生きています。何かを
始める時には勇気がいります。もちろん失敗もあると思います。ですが挑戦
し続けたいと思います。またこれで正しいのかと、常に自分自身や周りのこ
とを振り返ることも大事です。一緒にもがき苦しみながら、利用者と共に成
長をしています。社会とは無関心であることもあります。見て見ぬふりを平気
ですることもあります。出生前診断でも障がいだと分かると、9割を超える人
が中絶を選択する現実もあります。そんな社会の現実と、自分はめちゃめ
ちゃ戦っています。地域社会で本当に困っている人がいるときに、今の我々
にできること、やれることをやれる範囲で考えながら、共に苦しみながら生

きています。いつの日か、福祉
を通して、自分の人生観を自信
を持って語れるように。

いーすとくん

　昨年度から、母校での勤務となりました。教員になって８年目、生まれ育った土地
で働くということで、気持ちを新たに、美術教員という仕事と向き合っています。私が
美術教員として働くことを決めた理由はいくつかありますが、きっかけは、益田東高
校で美術部に入ったことでした。
　部活動は、はじめは陸上部に所属し、中学生の頃から続けていた走高跳に打ち
込みました。練習すればするほど高く跳べることが嬉しかったです。右足で思い切り
踏切り、バーを飛び越えマットの中に背中が沈む感覚ほど、胸が高鳴るものはありま
せんでした。切磋琢磨し合える友人との出会いも楽しかった思い出の１つです。しか
し、思うように結果が残せず、悔いの残る試合も多 あ々りました。なかなか自分が思っ
たように跳べなくなることも増え、スランプに陥った私は、逃げるように美術部に転部し
ました。転部するかどうかの選択は、私にとって、それまで生きてきた中で一番苦しい
ものでした。悔いの残った試合、部員との関係も中途半端、自分が何をしたいのか目
標もわからない、そんな宙ぶらりんな気持ちのまま転部していいのかどうか。次第に周
りの目も気になるようになり、学校へ行くことも億劫でした。そんな中、私の話をうなずき
ながら聞いてくれた家族、長時間の電話に付き合ってくれた友人には、本当に感謝
の気持ちしかありません。最終的には、中学校の卒業式、友人が書いてくれていた
「高跳びをしているときと絵を描いているときが１番輝いているよ」という手紙の一言
が、私の背中を押しました。
　美術部に転部してからは、顧問の先生に支えられ、ひたすらデッサン、水彩画、ア
クリル画を描きました。顧問の先生は、とやかく「ここを直しなさい」「もっとこうしなさい」
と言うことはありませんでした。お薦めの画集を見せてくれたり、美術館に連れて
行ってくれたりするなど、「良いものを見て学びなさい」とよく言う先生でした。先生が
大事にしていた野田弘志のデッサン画集、石見美術館に連れて行ってもらった時
に見たレンブラントの「広つば帽をかぶった男」に魅了され、高校生の時は写実絵画
にはまりました。鉛筆や絵具でどんな風に描いたらこんな表現ができるのか、考えるこ
とや実践してみることが私の楽しみになりました。その頃から、言葉にうまく言い表せら
れない自分の思いを、形や色で表せられるってなんて素敵なんだろう、そんなきっか
けを与えられる美術教員って魅力的だなと思い始めました。美術部に所属したのは
２年にも満たない短い時間でしたが、それでも、美術に携わる仕事をして生きていき
たいと思えるほど、とても充実した時間でした。
　島根大学教育学部に進んだのも、顧問の先生の薦めでした。絵画、デザイン、彫
刻、工芸、美術教育などの様 な々分野に触れ、美術教育の奥深さを実感しました。
美術が好きな人、苦手な人、何が好きで何が嫌いかは人それぞれ違って良いと思
います。何がきっかけで将来への扉が開くかは
分かりません。誰かとの出会いがきっかけになる
かも分かりません。けれど、分からないからと言っ
て何もせず過ごすのではなく、何か１つだけでも、
自分の打ち込めるもの、夢中になれるものを見つ
ける努力をして、自分を見つめてほしいと思いま
す。私も、まだまだたくさんの出会いがあることを信
じて、これからも美術を見つめ、教員という仕事を
見つめ、日々 精進していきたいと思います。

島根県高等学校駅伝競争大会島根県高等学校駅伝競争大会

第32回 中国高校駅伝競走大会第32回 中国高校駅伝競走大会
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山陰両県でトップの好走山陰両県でトップの好走

中国大会出場

中国大会出場

３年 水津 朝花
（中西）

6月15日㈯
於：鳥取県米子市

沖野いわく、「『質実剛健』の
精神で頑張ります。」

8月19日 於：倉敷アイビースクエア

国際ソロプチミストアメリカ日本西リジョン

ガールズサミット 出場ガールズサミット 出場

新しく生きるために
～これからできること 乗りこえること～

３年 小田 湧斗（音戸）
１年
上林　想（能美）

１年 上林　想

準優勝準優勝2年連続2年連続

焼き鳥唐揚げ

おにぎりフランクフルト
などなど

ソーメン

※当日変更することが
　あります。

２年 沖野 遥風
（浜田第一）

はるか

１年 坂﨑 怜音
（日原）
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（本校在校時：陸上競技部全国大会出場、美術部島根県展デザイン部門入選）（本校在校時：陸上競技部主将、全国大会出場、弁論全国制覇）
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